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専用線接続

ゲートウェイ接続

ゲートウェイ
コンピュータ

インターネット接続

ｎｅｔＮＡＣＣＳ

メールサーバ

ＳＭＴＰ双方向
サーバ

ご利用者様自身が準備した回線
（ダイヤルアップ回線、ＩＳＤＮ
回線、ＡＤＳＬ回線、光回線等）

Ⅹｰ５ 次期（第６次）ＮＡＣＣＳネットワーク構成図（１／２）

ＮＡＣＣＳネットワーク基盤

Peer to Peer 接続
及びルーター接続

ＡＰ

ＡＰ

専用線 64kbps～10Mbps
（帯域保証 ※１）

利用者システム ＮＡＣＣＳセンターサーバＮＡＣＣＳネットワーク基盤

専
用
線

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ＮＡＣＣＳ接続用
ルーター

ＮＡＣＣＳ接続用
ルーター

アクセス回線

注意︓本図は現時点での想定であり、実際の次期ＮＡＣＣＳネットワークとは異なる場合があります。

※１：専用線の帯域保証（回線速度の1/4を
　　　保証）は、ＮＡＣＣＳ接続用ルーター
　　　～ＮＡＣＣＳネットワーク基盤終端間
　　　のみとなっています。ＮＡＣＣＳネッ
　　　トワーク基盤終端～ＮＡＣＣＳセンタ
　　　ーサーバ間は帯域保証の対象外です。

会話サーバ

ＡＤＳＬ回線接続

ＡＤＳＬ回線
(ベストエフォート※２)

光回線
(ベストエフォート※２)

Peer to Peer 接続
及びルーター接続

ＮＡＣＣＳ接続用
ルーター

光回線接続

Peer to Peer 接続
及びルーター接続

ＡＰ

ＡＰ：アクセスポイント

ＡＰ

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線

ＮＡＣＣＳ接続用
ルーター

※２：ベストエフォート
　　　回線速度を保証しないタイプのサービスです。
　　　ネットワークが混雑したときには回線速度は低下します。

※３：ゲートウェイ接続（ＳＭＴＰ／ＰＯＰ３）のアクセス回線として
　　　ブロードバンド回線を利用することは可能です。ＳＭＴＰ双方向
　　　接続のアクセス回線としてブロードバンド回線の利用することは
　　　可能ですが、ブロードバンド回線には専用線と比較してデメリット
　　（※４)があるため、その点を了承の上で使用して頂く必要があります。

※３

ＷｅｂＮＡＣＣＳ

メリット
　・回線速度を保証します。※１
　・高い信頼性となっています。
　・故障時も優先的に修理を実施します。
　・故障時には専用の迂回ルートへの切替により通信の中断
　　時間を最短にします。

専用線

メリット
　・専用回線に比べて広帯域な通信サービスです。
　

デメリット※４
　・回線速度の保証はなく、利用環境によって大きく変動します。
　・故障等による通信の中断時間の保証はありません。
　・NTT側の都合による工事により通信できない場合があります。

ブロードバンド回線

・「利用者システム」と「アクセス回線」の責任分界点はＮＡＣＣＳ接続用ルーターのＬＡＮ側になります。

ｅｂＭＳ処理方式

ゲートウェイ
コンピュータ

インターネット任意のインターネット
サービスプロバイダ

Ｗｅｂサーバ

ｅｂＭＳサーバ
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専用線接続

ゲートウェイ接続

ゲートウェイ
コンピュータ

メールサーバ

ＳＭＴＰ双方向
サーバ

次期（第６次）ＮＡＣＣＳネットワーク構成図（２／２）

ＮＡＣＣＳネットワーク基盤

ＡＰ

ＡＰ

メイン回線
専用線 1Mbps～10Mbps
（帯域保証 ※１）

利用者システム ＮＡＣＣＳセンターサーバＮＡＣＣＳネットワーク基盤

専
用
線
（
冗
長
化
構
成
）

ＮＡＣＣＳ接続用ルーター
（メイン）

ＮＡＣＣＳ接続用ルーター
（バックアップ）

アクセス回線

注意︓本図は現時点での想定であり、実際の次期ＮＡＣＣＳネットワークとは異なる場合があります。

会話サーバ

ＡＰ：アクセスポイント

Peer to Peer 接続
及びルーター接続

利
用
者
様
側

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
ハ
ブ

バックアップ回線
ブロードバンド光回線
(ベストエフォート※２)

利用者様にてご準備いただく
スイッチングハブ

【 冗長化構成における留意事項 】
・冗長化構成を採用した場合、メイン回線を専用線（1Mbps～10Mbps）とし、バックアップ回線をブロードバンド光回線とします。
・メイン回線に障害が発生した場合、バックアップ回線に自動的に切り替わります。
・図に示した「利用者様側スイッチングハブ」（ＮＡＣＣＳ接続用ルーターと当該スイッチングハブを接続するＬＡＮケーブルを
　含む）はご利用者様にて準備していただく必要があります。
・「利用者システム」と「アクセス回線」の責任分界点はＮＡＣＣＳ接続用ルーターのＬＡＮ側になります。
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